
 

２０２５年度入学試験「日本史」の出題の意図 

 

1 律令国家の税制度について、史料に示された計帳という帳簿、調という税の性格を中心とし

て律令税制の特徴を正しく理解しているかを確認する。 

 

2 室町時代に見られる支配される側の立場の者の行動について、その内容・実態についての理

解を問う。問１では当時の社会観念と連動した行動であったことから、その観念も含めた理解に

ついて、問２では宗教活動と連携する惣村の実態理解について確認する。 

 

3 杉田玄白の『蘭学事始』を参考に、徳川吉宗・杉田玄白・渡辺崋山をキーワードとして、

近世中後期における蘭学の導入と発展、そして幕府による弾圧といったといった日本文化

の変容の一側面について正しく理解しているか問う。 

 

4  戦前日本における近代的な交通の発達について、日本郵船会社の営業成績に即した理

解を問うた。第 1 問は明治前中期、第 2 問は日清戦後および第一次世界大戦期について、

陸運・海運の競合や海運政策の展開などの営業成績に影響する要素をふくんだ理解を確認

する。 

 

5 全体として歴史総合の趣旨にかんがみ、大衆化、特に政治の大衆化に関連する設問とし

た。問１は、治安警察法についての基本的な知識を問う。問２は、史料（図）の前と後の時

期についての歴史的事実をふまえて、何をしているところかを仮説的に考えさせる問題で

ある。 

 

 



 

２０２５年度入学試験「世界史」の出題の意図 

 

 世界史を学ぶうえで基礎的な事項についての幅広い知識を問うとともに、世界史上の諸

事象に関する事実とその意義を具体的かつ論理的に叙述する思考力と表現力を問う。今年

度の出題では下記の 4 つの大問を通じて 4 つの事象について特にその知識と理解を問う。 

 

 

１  

前６・５世紀のオリエントと東地中海地域の歴史について、基本的事項が理解できているかを問

う。 

 

 

２  

10～13 世紀の中国とその周辺諸勢力の政治的変動について、基本的事項が理解できているかを

問う。 

 

【一義的解答】 

問 1 

a キルギス  b 高麗  c 大理  d 燕雲十六州  e 澶淵の盟  f 李元昊 

g 淮河  h 耶律大石 

 

問 2 

体制・・・二重統治体制 

 

 

３  

明の対外関係と社会経済について、基本的事項が理解できているかを問う。 

 

【一義的解答】 

問 1 

a 朝貢  b 琉球（琉球国）  c 土木の変  d 倭寇 

 

問 4 

名称・・・一条鞭法 

 



 

４  

ナポレオン戦争期から南北戦争に至る時期のアメリカ合衆国の歴史について、基本的事項が理解

できているかを問う。 

 

【一義的解答】 

問 1 

a 武装中立同盟  b ラ＝ファイエット（サン＝シモン、ロシャンボーも可） 

c ルイジアナ  d ミズーリ協定 



 

２０２５年度入学試験「地理（文系）」の出題の意図 

 

 

 

問 1 アメリカ合衆国の移民数の推移についての理解を問う。 

 

問 2 アメリカ合衆国の民族分布についての理解を問う。 

 

問 3 移民の観点から，アメリカ合衆国と隣国との経済的関係についての理解を問う。 

 

問 4 移民国家としてのアメリカ合衆国が抱えている問題についての理解を問う。 

 

【一義的解答】 

問 1 

ア：ラテンアメリカ イ：ヨーロッパ ウ：アフリカ 

問 2 

カ：アジア系 キ：アフリカ系 ク：ヒスパニック 

 

 

 ２  

 

問 1 一見似たような住まいの形から，その背景にある地域の自然環境や社会条件が考察で

きるかを問う。 

 

問 2 乾燥地域に見られる具体的な居住形態を，その地域の生業形態や自然環境との関係で

把握できているかを問う。 

 

問 3 塀や壁で囲われた閉鎖的な住宅地について，現代的な視点から，社会との関係で把握でき

ているかを問う。 

 

問 4 地形図に示される自然環境を読み取り，そのうえで，集落立地や土地利用がどのよう

にして自然環境の影響を受けているか，その理解を問う。 

 

 

 

1  



 

 

 ３  

 

問 1 地域調査に関する問題. 地図を読み, 与えられたキーワードとの関係から, 地域の環

境について考える能力を問う. 

 

問 2 地域調査に関する問題. 地図を読み, 与えられたキーワードとの関係から, 地域の歴

史について考える能力を問う. 

 

問 3 地域調査に関する問題. 地図を読み, 与えられたキーワードとの関係から, 地域の産

業について考える能力を問う. 

 

問 4 地域調査に関する問題. 地図を読み, 地域住民の生活の変化について考える能力を問

う. 

 

問 5 地域調査に関する問題. 地図を基に空間を認識する能力を問う. 

 

【一義的解答】 

問 5   

ア 

(正方形の 1 辺は 300 間. 540m x 540m = 291,600m2 (=) 0.3 km2) 

 本問では地図の縮尺から近い値を判断) 



 

２０２５年度入学試験「数学」の出題の意図 

高等学校で学んできた数学をどれくらい理解出来ているか，受験生の基本的な知識と理

解度を検査するために，単なる公式の暗記やパターン認識だけでは解答できない問題を出

題した．ただし，奇をてらうような問題は避け，教科書の内容を十分に理解していれば解

答できる標準的問題を出題した．どの問題もいくつかの小問に分けて誘導式にした．多く

の場合，最初の小問は比較的簡単な問いであり，それに続く小問を考える上でのヒントに

なる．したがって，すべての問題に解答できなくても，受験生は実力に応じて部分点を得

ることが可能であり，きめ細やかな学力判定を行うことができる．また，様々な分野から

出題し，受験生の得意分野の違いによって有利・不利が起こらないようにした． 

各問題の出題意図は以下の通りである． 

 

前期文系 

問１． 式の計算と方程式に関する基本的な理解度を見る． 

問２． 式と証明および微分法に関する基本的な理解度を見る． 

問３． 微分法と積分法に関する基本的な理解度を見る． 

問４． 平面図形および場合の数と確率に関する基本的な理解度を見る． 

 

前期理系共通 

問１． 対数の性質と数列に関する理解度を見る． 

問２． 三角関数の積分と部分積分に関する理解度を見る． 

問３． 空間図形に関する理解度を見る． 

 

前期理系：数理科学科 

問１． 図形と方程式および微分法と積分法に関する理解度を見る． 

問２． 複素数に関する理解度を見る． 

問３． 図形の性質と微分法に関する理解度を見る． 

 

後期理系：数理科学科，都市基盤環境学科、システムデザイン学部 

問１． 数列と積分法および極限に関する理解度を見る． 

問２． 空間ベクトルに関する理解度を見る． 

問３． 式と計算および数列と極限に関する総合的な理解度を見る． 

問４． 数列と積分法に関する総合的な理解度を見る． 

 

後期理系：化学科，建築学科 

問１． 後期理系：数理科学科，都市基盤環境学科、システムデザイン学部 問２と同じ問題である． 


